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誰もがまちの中心に気軽 に立ち寄り
新しい絆を結ぶ “ た まり場 ”

（＝市民の居場所）をつ くります

旧センターモールを改修整備

オープンな児童図書閲覧スペース
やグループでも利用できる学習室
などを整備。誰もが本に
親しめて、誰もが“行き
たくなる”図書館を
目指します。

外国の文化や情報
に触れられる国際
交流コーナーを併
設します。

創作活動やワークショッ
プなど、市民が自由に使
えるスペースを通路に沿
って設置。新しい出会い
の場を提供します。

本を広げてくつろ
げるカフェや、イ
ベントに利用でき
る空間などを整備
します。

　
こ
の
基
本
計
画
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
な
ど
を
受
け
、
中
心
市

街
地
に
整
備
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
各

公
共
施
設
の
配
置
や
機
能
・
設
備
な
ど

に
つ
い
て
、
整
備
の
方
針
を
取
り
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

※�

今
回
掲
載
し
た
イ
ラ
ス
ト
は
、
市
民
活
動
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
も
の
で
設
計
図
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
こ
う
し
た

イ
メ
ー
ジ
を
基
に
施
設
の
設
計
を
進
め
て
い
き
ま
す

市
で
は
現
在
、都
城
大
丸
跡
地
を
活
用
し
、ま
ち
な
か
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、中
心
市
街
地
中
核
施
設
整
備
支
援
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
市
民
討
議
会
な
ど
を
通
じ
て
、
新
し
い
施
設
の
整
備
方
針
を
取
り
ま
と
め
、
基
本
計
画

書
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
ま
ち
な
か
に
整
備
さ
れ
る
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
、
基
本
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

豊富な蔵書を見やすく、使いやすく整理。誰もが気軽に利用できて、会話
を楽しめる、今までにない図書館を創造します。また、サイレントルーム
を設置。読書に集中したい
人にも対応します。

ま
ち
づ
く
り
の
羅ら

針し

ん

盤ば

ん

こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る

都
城
市
中
心
市
街
地

中
核
施
設
整
備
支
援
事
業

基
本
計
画
の
概
要

図書館機能＋国際交流コーナー、学習室など

図書館機能＋カフェ、ホール、市民活動空間など1階

図書館
（改修整備）

◎
問
い
合
わ
せ　
商
工
政
策
課　
☎
23
ー
２
９
８
３

図 書 館

2階
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誰もがまちの中心に気軽 に立ち寄り
新しい絆を結ぶ “ た まり場 ”

（＝市民の居場所）をつ くります

都城大丸跡地に新設整備複合公共施設　

乳幼児健診などに使用する健診
室や個別相談室のほか、健康教
室にも利用できる多目的室、研
修や創作活動も可能なギャラリ
ー空間を整備します。

複合公共施設
（新設整備）

　
策
定
に
際
し
て
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
市
民
参
加
の
場
を
複
数
設
け
、

実
際
に
利
用
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
計
画
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
基
本
・
実
施
設
計
を
進
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
よ
り
具
体
的
な
施

設
の
イ
メ
ー
ジ
を
お
知
ら
せ
し
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

基
本
計
画
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
商
工
政
策
課
（
市
役
所
５
階
）、

図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、

概
要
版
を
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、
商

工
政
策
課
、
図
書
館
、
ウ
エ
ル
ネ
ス

交
流
プ
ラ
ザ
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

公共施設用立体駐車場
（改修整備）

民間開発エリア
（事業提案によりスーパー
などの施設を誘導）

市民健康センター（乳幼児健診など）

子育て世代活動支援センター

ロビー（バス待ち合い）、共用部（調理実習室など）、屋根付き多目的広場

3階

2階

1階

子育て相談や育児中の人たちが情
報交換できる空間、子どもが安全
に遊べる屋内遊び場や屋外デッキ
なども整備。また、図書館と施設
を連絡通路でつなぎ、移動の安全
性を確保します。

親子おやつ作り教室など
にも利用できる調理実習
室、休憩や交流、バス待
ち合いにも利用できるロ
ビーなどを整備。

子どもの一時預かり機能
も備えた、子育て世代を
支援する施設を整備します。

屋根付き
多目的広場
（新設整備）

屋根付き広場に、オープン
カフェやランチカー（屋台）
が入れる空間も整備。天候
に関わらず、さまざまなイ
ベントを開催できます。 国道10号側の外観にも配慮。

にぎわいの雰囲気を広げていきます。



平
成
18
年
（
２
０
０
６
）

①�

都
城
市
新
市
誕
生
記
念
式
典
を
開
催

平
成
18
年
７
月
22
日
、
総
合
文
化

ホ
ー
ル
で
都
城
市
新
市
誕
生
記
念

式
典
を
開
催
し
、
市
の
花
「
ア
ヤ

メ
」・
木「
ケ
ヤ
キ
」・
花
木「
サ
ク
ラ
」

の
発
表
の
他
、
新
し
い
市
民
憲
章

を
発
表
。

②�

総
合
文
化
ホ
ー
ル
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

そ
の
後
、
愛
称
を
募
集
し
、
Ｍ
Ｊ
ホ

ー
ル
に
決
定
。
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平
成
18
年
１
月
１
日
、
旧
都
城
市
、

旧
山
之
口
町
、
旧
高
城
町
、
旧
山
田
町
、

旧
高
崎
町
が
対
等
合
併
。
人
口
約
17
万

人
の
新
都
城
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

本
市
は
、合
併
か
ら
こ
れ
ま
で
の
間
、

圏
域
の
中
核
都
市
と
し
て
の
責
務
を
担

う
と
と
も
に
、
南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
シ
テ
ィ
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

③�「
焼
肉
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
初
開
催

観
音
池
公
園
で
「
焼
肉
カ
ー
ニ
バ

ル
」
が
初
開

催
。
平
成
26

年
度
は
、
約

１
万
５
千
人

が
詰
め
掛
け
、

本
市
産
の
牛

肉
、
豚
肉
、鶏

肉
に
舌
鼓
を

打
つ
。

平
成
19
年
（
２
０
０
７
）

①�

地
域
高
規
格
道
路
「
都
城
志
布
志
道

路
」
の
整
備
に
着
工

②�

本
市
出
身
の
田
中
幸
雄
選
手
（
当
時

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）

が
２
、０
０
０
本
安
打
を
達
成

③�

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
が
田
鍋
友と

も

時じ

さ
ん

（
今
町
・
平
成
21
年
６
月
逝
去
）
を

男
性
長
寿
世
界
一
に
認
定

平
成
20
年
（
２
０
０
８
）

①�

都
城
の
歴
史
・
文
化
を
発
信
。

　
「
島
津
発
祥
ま
つ
り
」
が
初
開
催

平
成
21
年
（
２
０
０
９
）

①�

春
高
バ
レ
ー
で
都
城
工
業
高
校
男

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
全
国
制
覇

②�

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
学

③�

都
城
商
業
高
校
野
球
部
が
夏
の
甲

子
園
で
８
強
入
り

④�

都
城
盆
地
博
覧
会（
ボ
ン
パ
ク
）が
初
開
催�

平
成
24
年
か
ら
は
小
学
生
を
対
象

に
し
た
キ
ッ
ズ
ボ
ン
パ
ク
も
開
催

さ
れ
る
。

平
成
28
年
１
月
１
日
、
本
市
は
新
市
誕
生
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

今
回
は
、
合
併
か
ら
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
年
度

企
画
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

都
城
市
新
市
誕
生
10
周
年

合
併
か
ら
10
年
の
歩
み
と
記
念
事
業

◎
問
い
合
わ
せ　
総
合
政
策
課　
☎
23
ー
２
１
１
５

サクラ

ケヤキ

アヤメ

新
都
城
市
誕
生

10
年
間
の
主
な
出
来
事
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③�

都
城
市
郡
医
師
会
病
院
、
都
城
夜
間

急
病
セ
ン
タ
ー
、
都
城
健
康
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
が
、
太
郎
坊
町
に
移
転

開
院

④�

み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
ラ
ジ
オ
体
操
第
１

が
完
成

都城市新市誕生10周年合併から10年の歩みと記念事業

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
10
周
年
を
祝
う
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
事
業

の
詳
細
は
今
後
、
広
報
紙
な
ど
で
紹

介
し
ま
す
。

【
予
定
さ
れ
て
い
る
記
念
事
業
】

・
都
城
市
歌
コ
ン
サ
ー
ト（
６
月
28
日
）

・�

夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
（
７
月
）

・�

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
機
体
活
用
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
空
恋
」（
10
月
〜
）

�　

�

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
の
航
空
機
の
機
体

に
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
を
装
飾
し
た
り
、
本

市
の
肉
と
焼
酎
を
紹
介
し
た
機
内

紙
を
発
行
し
た
り
し
て
、
本
市
を

全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

・
紫
舟
氏
関
連
事
業
（
10
月
〜
）

・�

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」（
12
月
）

・�

10
周
年
記
念
式
典（
平
成
28
年
２
月
）

都
城
市
新
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業

平
成
22
年
（
２
０
１
０
）

①�

市
内
で
家
畜
伝
染
病
口
蹄
疫
が
発
生

関
係
機
関
が
一
丸
と
な
っ
た
迅
速
な

対
応
で
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
。

②�

西
岳
・
山
田
地
区
で
集
中
豪
雨
に
よ

る
甚
大
な
被
害
が
発
生

③
都
城
大
丸
・
セ
ン
タ
ー
モ
ー
ル
が
閉
店

平
成
23
年
（
２
０
１
１
）

①�

新
燃
岳
が
約
３
０
０
年
ぶ
り
に
爆
発

的
噴
火

降
灰
被
害
に

悩
ま
さ
れ
る

中
、
土
石
流

に
よ
る
２
次

被
害
を
警
戒

す
る
日
々
が

続
く
。

②�

子
育
て
を
支
援
す
る
都
城
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
が
オ

ー
プ
ン

平
成
24
年
（
２
０
１
２
）

①�

史
上
初
の
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
日
本
王

座
４
階
級
制
覇
を
果
た
し
た
湯ゆ

場ば

忠た
だ

志し

選
手
に
市
民
栄
誉
賞
を
授
与

②
国
内
で
25
年
ぶ
り
の
金
環
日
食

た
ち
ば
な
天

文
台
の
蓑み

の

べ部

樹た

つ

お生
台
長
が
、

ア
フ
リ
カ
の
子

ど
も
た
ち
に

日
食
グ
ラ
ス
を

贈
る
取
り
組

み
を
実
施
。

③�

環
霧
島
周
遊
列
車
が
初
運
行

翌
年
の
吉
都
線
開
業
１
０
０
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
で
も
運
行
さ
れ
る
。

④�

王
子
山
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
国
内
最

古
の
食
用
植
物
を
都
城
歴
史
資
料
館

で
展
示

平
成
25
年
（
２
０
１
３
）

①�

は
ば
た
け
都
城
！　

６
次
産
業
化
推

進
大
会
を
開
催

農
林
畜
産
業
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

製
造
業
や
商
業
へ
の
波
及
効
果
や
、

雇
用
の
拡
大
に
つ
な
が
る
６
次
産
業

化
の
取
り
組
み
を
、
全
市
的
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ

②�
山
之
口
Ｓ
Ａ
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
装
着
車
両
専

用
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
設
置
が
決
定

平
成
28
年
度

の
供
用
開
始

を
目
指
し
て
、

26
年
度
か
ら
、

周
辺
道
路
の

整
備
事
業
や

Ｅ
Ｔ
Ｃ
助
成

事
業
が
始
ま

る
。

③�

都
城
大
丸
跡
地
の
土
地
・
建
物
の
再

生
計
画
案
の
概
要
が
固
ま
る

④�

市
内
全
て
の
小
中
学
校
に
学
校
運
営

協
議
会
を
設
置

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
が
、
市
内
の
小
中
学

校
で
始
ま
る
。

⑤�

豪
華
観
光
寝
台
列
車
「
な
な
つ
星
」

が
運
行
を
開
始

平
成
26
年
（
２
０
１
４
）

①�

都
城
志
布
志
道
路
・
活
用
促
進
大
会

を
開
催

国
や
県
、
沿
線
自
治
体
の
関
係
者
ら

が
集
ま
り
、
都
城
志
布
志
道
路
の
早

期
全
線
開
通
と
活
用
の
促
進
に
つ
い

て
、
意
志
の
統
一
を
図
る
。

②
都
城
市
歌
を
選
定

③
都
城
市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
が
完
成

本
市
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
、

対
外
的
に
Ｐ

Ｒ
し
よ
う
と

著
名
な
書
家

「
紫シ

舟シ
ュ
ー

」
さ
ん

に
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
の

制
作
を
依
頼
。

④�

都
城
市
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ぼ
ん
ち
く
ん
が
Ｐ
Ｒ

活
動
を
開
始

⑤
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

寄
付
者
へ
の

お
礼
の
品
を
、

肉
と
焼
酎
を

メ
ー
ン
と
し

た
品
ぞ
ろ
え

で
、
全
国
か

ら
温
か
い
支

援
が
寄
せ
ら

れ
る
。

平
成
27
年
（
２
０
１
５
）

①�

琉
球
国
王
宛
朝
鮮
国
王
国
書
が
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

②
都
城
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
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基幹産業である
農林畜産業

輝きを増した「３つの宝」

日
本
有
数
の
食
料
供
給
都
市

都
城
市

市では、本市の持つ「３つの宝」を輝かせる取り組みを進めてきました。
今回から３回に分けて、取り組みの内容と成果を紹介するとともに、今後
の展望を考えます。第１回目となる今回は、１つ目の宝「基幹産業である
農林畜産業」について紹介します。

　

本
市
は
、
豊
か
な
自
然
と
温
暖
な
気

候
に
恵
ま
れ
て
い
て
、
古
く
か
ら
農
業

が
盛
ん
な
地
域
で
す
。
農
業
産
出
額
で

は
、
全
国
の
市
町
村
で
２
位
、
九
州
で

は
１
位
（
い
ず
れ
も
平
成
18
年
調
査
）

と
な
り
、
特
に
、
肉
用
牛
、
豚
、
ブ
ロ

イ
ラ
ー
に
関
し
て
は
、
全
国
１
位
を
誇

り
ま
す
。
ま
た
、
県
内
有
数
の
普
通
期

水
稲
の
産
地
で
も
あ
り
、
里
芋
や
ゴ
ボ

ウ
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
な
ど
が
多
く
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
加

工
用
野
菜
の
需
要
増
加
な
ど
に
伴
い
、

焼
酎
用
カ
ン
シ
ョ
や
里
芋
な
ど
の
契
約

栽
培
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
素
材
供
給
力
は
全
国
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
す
が
、
付
加
価

値
を
高
め
た
加
工
品
の
製
造
や
流
通
販

売
の
取
り
組
み
に
は
、
余
力
が
あ
る
状

況
で
す
。
市
で
は
優
れ
た
地
域
資
源
を

さ
ら
に
生
か
し
て
、
農
林
畜
産
業
者
の

所
得
向
上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
に
、
６
次
産
業
化
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
名
実
と
も
に
「
日
本
一
の
和

牛
生
産
地
」の
称
号
を
獲
得
す
る
た
め
、

和
牛
の
産
地
が
改
良
の
成
果
を
競
い
合

う
「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」
で
の
日

本
一
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
、

〝
さ
ら
な
る
食
料
供
給
都
市
〟
を
目
指

し
ま
す
。

都城の基幹産業である農林畜産業の振興
第１の宝〜基幹産業である農林畜産業 都城が持つ「３つの宝」を輝かせる

○6次産業化の推進
○平成29年度開催の全国和牛能力共進会で
　日本一を目指す

食料供給都市

基幹産業
である

農林畜産業
都城の

「地の利」
次世代を
担う

子どもたち

Th

ree
 tre

asures of Miyakonojp宝

Ⅰ

◎問い合わせ　秘書広報課　☎23ー3174



7 広報都城6月号

６次産業化で開発された商品

輝きを増した「３つの宝」
基幹産業である農林畜産業

６
次
産
業
化
の
推
進

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
の

日
本
一
を
目
指
す
！

六
次
化
情
報
バ
ン
ク
登
録
者
募
集
中

６次産業化の成果
新規事業者数と商品開発件数（平成26年度）

　

平
成
25
年
度
に
、
六
次
産
業
化
推
進

事
務
局
を
新
設
。
窓
口
の
一
本
化
を
図

る
と
と
も
に
、
国
や
県
、
関
係
機
関
な

ど
と
一
体
的
に
推
進
体
制
を
強
化
し
ま

し
た
。
人
材
育
成
や
商
品
開
発
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
、セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
、

事
業
や
制
度
の
周
知
と
取
り
組
み
へ
の

意
識
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
庁
内
で
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
立
ち
上
げ
、
商
品
開
発
や
販
路
拡

大
を
支
援
す
る
「
都
城
市
６
次
産
業
化

推
進
計
画
」
を
策
定
。
計
画
を
基
に
、

生
産
や
加
工
・
製
造
、
流
通
・
販
売
と

い
っ
た
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
、
実
施
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
き
め
細
や
か
な
支

　

平
成
25
年
度
に
、
畜
産
課
内
に
「
共

進
会
対
策
室
」
を
設
置
。
平
成
29
年
度

に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
に
向
け
て
、
５
カ
年
計
画
で

生
産
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
和
牛
五
輪

Ｇ
Ｏ
！
５
プ
ラ
ン
」を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
、
第
１ 

１
７
回
Ｊ
Ａ
宮
崎
経
済
連
和
牛
枝
肉
共

進
会
で
は
、２
位
、３
位
、５
位
を
獲
得
。

ま
た
、
今
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ａ

経
済
連
系
統
和
牛
枝
肉
共
励
会
で
は
見

事
金
賞
を
獲
得
し
、
日
本
一
に
向
け
て

の
期
待
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。　

今
後
も
、
生
産
者
や
関
係
機
関
と
一
体

と
な
っ
て
、「
日
本
一
の
和
牛
生
産
地
」

の
称
号
獲
得
を
目
指
し
ま
す
。

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
実
を
結
び
、

平
成
26
年
度
は
、
10
件
の
事
業
者
が
新

た
に
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
を
開
始
。

ま
た
、
24
件
も
の
加
工
品
が
新
た
に
商

品
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
農
林
畜
産
業

者
と
食
品
加
工
業
者
な
ど
と
の
連
携
を

促
す
「
六
次
化
情
報
バ
ン
ク
」
を
開

設
。
生
産
物
な
ど
の
情
報
発
信
や
マ
ッ

チ
ン
グ
を
支
援
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

六
次
産
業
化
推
進
事
務
局
（
☎
23
－

２
１
９
３
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　今年度の新たな取り組みとして、本市
と友好交流都市であるモンゴル国ウラン
バートル市に都城産の牛肉を売り込むた
めの事業を実施します。
　具体的には、在モンゴル日本国大使館
で毎年行われる「天皇誕生日祝賀レセプ
ション」で、モンゴル政府関係者や各国
外交官などに都城産宮崎牛を提供。都城
産宮崎牛のおいしさを知ってもらい、日
本の和牛といえば「都城産宮崎牛」と認
知してもらえるように取り組みます。

都城産の牛肉をモンゴルへ

○第117回JA宮崎経済連
　和牛枝肉共進会
　（平成26年6月24日）
　2位、３位、５位を獲得！
○JA経済連系統和牛枝肉共励会
　（平成27年2月24日）

１位（金賞）を獲得！

共進会の成果

0

5

10

15

20

25

計画

事業者数 開発件数

実績

8件
6件

10件

24件
商品開発件数は
計画の４倍！

Th

ree
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asures of Miyakonojp宝
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江
戸
時
代
の
武
士

平
成
27
年
度
都
城
島
津
伝
承
館
企
画
展

～
薩
摩
藩
・
都
城
の
武
士
の
生
き
か
た
～

薩
摩
の「
も
の
の
ふ
」

薩
摩
藩
の
武
士

其
の
一

其
の
二

今
回
の
企
画
展
で
は
、
薩
摩
藩
士
や
都
城
の
武
士
た
ち
の
実
態
を
も
と
に
、
江
戸
時

代
の
武
士
が
ど
の
よ
う
な
考
え
で
生
活
し
て
い
た
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　

寛
永
14
年
（
１
６
３
７
）、
島
原
の

乱
が
終
わ
る
と
、
戦
い
の
な
い
時
代
、

「
元げ

ん

な

え

ん

ぶ

和
偃
武
」
が
幕
を
明
け
ま
す
。

　
「
も
の
の
ふ
」
と
呼
ば
れ
、
戦
う
こ

と
を
得
意
と
し
て
生
き
て
き
た
武
士
た

ち
は
、
戦い

く
さ

の
無
い
世
と
な
っ
た
こ
と
で

そ
の
活
躍
の
場
を
失
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
武
士
た
ち
は
、
士
農
工
商
の

頂
点
に
立
つ
身
と
し
て
、
ま
た
政
治
を

行
う
為い

せ
い
し
ゃ

政
者
と
し
て
の
立
場
を
示
す
た

め
、
農
工
商
の
三
民
の
手
本
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
、
武
士
ら
し
い
生
き
方
を

示
そ
う
と
し
ま
し
た
。

　

藩
で
は
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
も
、

戦
国
期
ま
で
の
武
士
的
な
気
風
が
残

り
、風
紀
の
乱
れ
が
深
刻
化
し
て
い
て
、

現
在
の
自じ

顕げ
ん

流り
ゅ
う

を
操
る
無
骨
で
無
口
な

「
薩
摩
の
も
の
の
ふ
」
と
い
っ
た
イ
メ

ー
ジ
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
し
た
。

　

そ
こ
で
藩
主
が
推
し
進
め
た
対
応
策

の
一
つ
が
「
郷ご

中じ
ゅ
う

教
育
」。こ
の
教
育
は
、

15
・
16
歳
の
二に

才せ

が
、
小
さ
な
子
ど
も

た
ち
を
指
導
す
る
独
自
の
教
育
法
で
し

た
。こ
れ
に
よ
り
「
言
い
訳
を
し
な
い
、

誤
解
さ
れ
て
も
気
に
し
な
い
、
小
さ
な

こ
と
に
動
じ
な
い
」
と
い
う
薩
摩
武
士

像
が
、
江
戸
中
期
以
降
に
形
成
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。　

　

こ
の
考
え
方
は
、
後
の
幕
末
維
新
で

大
い
に
活
躍
し
た
薩
摩
藩
士
た
ち
の
原

動
力
に
な
り
ま
し
た
。

藩
校
造ぞ

う

士し

館か
ん

）を
創
設
。藩
士
た
ち
に
学

問
の
修
練
を
求
め
、
武
芸
の
鍛
錬
を
心

掛
け
る
よ
う
に
指
導
し
、
風
紀
矯
正
の

一
翼
を
担
う
重
要
な
機
関
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
、
藩
と
同
様
に
都
城
で
も
教

育
改
革
が
実
施
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
中
で
創
設
さ
れ
た
の
が
、稽
古
所
（
の

ち
の
明
道
館
）
で
し
た
。

　

都
城
の
武
士
た
ち
は
、
こ
こ
で
学
問

を
修
め
、
侍
と
し
て
の
振
る
舞
い
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
明
道
小
学
校
に
掲
げ

て
あ
る
「
学
制
三
章
」
は
、
都
城
の
武

士
た
ち
が
武
士
道
精
神
を
学
ぼ
う
と
奮

闘
し
た
証
で
す
。

　

武
士
の
生
活
が
乱
れ
、
学
問
や
武
芸

の
怠
慢
が
問
題
化
し
た
こ
と
で
、
綱
紀

の
建
て
直
し
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
為
、
薩
摩
藩
は
学
問
所（
の
ち
の

◎
問
い
合
わ
せ　
都
城
島
津
邸　
☎
23ｰ

２
１
１
６

都
城
領
の
武
士

其
の
三

　

江
戸
初
期
、
都
城
に
お
い
て
も
武
士

た
ち
は
武
芸
や
学
問
を
学
ば
ず
、
生
活

も
乱
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
に
対
し
、
都
城
島
津
家
18

代
領
主
島
津
久ひ

さ

理み
ち

や
20
代
領
主
久
茂
は
、

人
事
に
不
満
を
訴
え
た
重
臣
た
ち
を
島

流
し
に
し
た
り
、
領
内
に
対
し
学
問
や

武
芸
に
励
む
べ
き
と
記
し
た
お
触
れ
を

頻
繁
に
出
し
た
り
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

武
士
の
生
き
方
を
探
し
て

～
薩
摩
藩
の
教
育
政
策
か
ら
～

其
の
四

薩摩の武士、大石兵六が肝試しのために妖怪退治に出掛
ける逸話をモチーフにした大石兵六夢物語絵巻

弓道や砲術など武術のある
べき姿を書き記した思無邪

武
士
の
模
範
の
よ
う
な
端
正
な
容
姿
で
描
か
れ
た
都
城
島

津
家
21
代
島
津
久
般
像

［
会　
期
］	

７
月
４
日
㈯
〜
10
月
12
日
㈪

［
観
覧
料
］	

大
人
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）

	

高
校・大
学
生
１
６
０
円（
１
０
０
円
）

	

中
学
生
以
下
無
料

※（　
　
）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
。

　
本
宅
は
別
途
、
小
学
生
以
上
１
０
０
円
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
を
発
行
し
ま
す

総
額
１５
億
８
０
０
万
円
の

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
都
城
商
工
会
議
所
と
市
内
の
６
商
工
会
が
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。
３
割
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い
た
商
品
券
を
使
っ
て
地
元
商
店
で

買
い
物
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
と
は
、

各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か

し
、
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り

事
業
の
こ
と
で
す
。
今
回
、
地
元
の
消

費
拡
大
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的

に
、
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等

緊
急
支
援
交
付
金
を
活
用
し
て
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

利
用
し
や
す
い
、
額
面
１
万
円
と
５
、

０
０
０
円
の
商
品
券
を
用
意
し
ま
し
た

の
で
、
ぜ
ひ
、
地
元
商
店
で
の
買
い
物

に
活
用
く
だ
さ
い
。

●
販
売
時
間　
10
時
～
16
時

●
対
象
者　
市
民

●
販
売
窓
口

　

都
城
商
工
会
議
所
、
中
郷
商
工
会
、

荘
内
商
工
会
、
山
之
口
町
商
工
会
、
高

城
町
商
工
会
、
山
田
町
商
工
会
、
高
崎

町
商
工
会（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

※�

都
城
商
工
会
議
所
で
は
、
混
雑
を
避

け
る
た
め
に
７
月
１
日
㈬
～
10
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）の
期
間
の
み
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
販
売
し
、

販
売
枚
数
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

７
月
14
日
㈫
か
ら
、都
城
商
工
会
議

所
で
販
売
。な
お
、販
売
枚
数
は
、そ

れ
ぞ
れ
の
窓
口
で
限
り
が
あ
り
ま
す

●
使
用
期
間　

７
月
１
日
㈬
～
12
月
31
日
㈭

●
購
入
限
度
額　
１
人
３
万
円
ま
で

※
５
、０
０
０
円
を
購
入
す
る
場
合
は
、

　

１
人
２
セ
ッ
ト
ま
で

●
額
面　

１
万
円
（
１
、０
０
０
円
の
商
品
券
13

●
発
売
開
始
日　
７
月
１
日
㈬
～
無
く

な
り
次
第
終
了

※�

身
体
障
害
者
手
帳
お
よ
び
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
の
み
、
６
月
29
日
㈪
・
30

日
㈫
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

先
行
発
売
（
数
に
限
り
あ
り
）

枚
つ
づ
り
）

５
、０
０
０
円
（
５
０
０
円
の
商
品
券

13
枚
つ
づ
り
）

●
購
入
方
法
　
販
売
窓
口
で
、
申
込
用

紙
に
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話

番
号
、
購
入
枚
数
な
ど
を
記
入
し
、
現

金
と
運
転
免
許
証
を
添
え
て
提
出

※�

運
転
免
許
証
で
本
人
確
認
を
し
ま
す
。�

た
だ
し
、
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い

な
い
人
は
、
保
険
証
を
持
参
。
ま
た
、

身
体
障
害
者
手
帳
お
よ
び
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
は
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い

●
特
典　
商
品
券
を
購
入
し
た
人
を
対

象
に
、
ふ
る
さ
と
産
品
な
ど
が
当
た
る

抽
選
会
を
実
施
。
詳
し
く
は
、市
や
都

城
商
工
会
議
所
、各
商
工
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

●
そ
の
他

①�

商
品
券
は
、
都
城
商
工
会
議
所
、
各

商
工
会
ご
と
の
取
扱
加
盟
店
の
み
の

使
用
に
限
り
ま
す

※�

取
扱
加
盟
店
に
は
、
ポ
ス
タ
ー
が
掲

示
し
て
あ
り
ま
す

②�

商
品
券
の
利
用
限
度
額
は
、
１
回
に

つ
き
15
万
円

●
販
売
店
舗
お
よ
び
問
い
合
わ
せ　

都
城
商
工
会
議
所　

☎
23
－
０
０
０
１

中
郷
商
工
会　

☎
39
－
０
３
３
４

荘
内
商
工
会　

☎
37
－
０
０
２
４

山
之
口
町
商
工
会　

☎
57
－
２
０
１
６

高
城
町
商
工
会　

☎
58
－
２
０
２
０

山
田
町
商
工
会　

☎
64
－
２
０
５
７

高
崎
町
商
工
会　

☎
62
－
３
１
３
１

※都城商工会議所発行の商品券。
　デザインは各商工会で異なります

◎
問
い
合
わ
せ　
商
工
政
策
課　
☎
23ｰ

２
９
８
３

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
取
扱
店　

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
使
用
で
き
る

取
扱
店
を
、
11
月
30
日
㈪
ま
で
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

●
対
象

　

市
内
に
店
舗
を
有
す
る
事
業
所
な
ど

※�

風
営
法
に
規
定
す
る
店
舗
な
ど
は
対

象
外

●
申
込
方
法

　

店
舗
が
所
在
す
る
管
内
の
都
城
商
工

会
議
所
ま
た
は
各
商
工
会
の
窓
口
に
設

置
し
て
あ
る
申
込
書
に
記
入
し
、
窓
口

へ
提
出
ま
た
は
郵
送

●
持
参
す
る
も
の

　

法
人
印
ま
た
は
代
表
者
印

●
そ
の
他

　

都
城
商
工
会
議
所
お
よ
び
各
商
工
会

の
会
員
以
外
は
、
換
金
時
に
手
数
料
３

㌫
を
徴
収
し
ま
す



市
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
学
習

会
な
ど
で
、
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら

リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
て
市
職
員
が

市
政
の
話
を
す
る
講
座
で
す
。

※申し込みは、各講座の担当課まで

ハロー市役所
◦
対
象　
原
則
と
し
て
市
内
に
在

住
、
通
勤
ま
た
は
通
学
す
る
10
人

以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

◦
申
込
方
法　
実
施
予
定
日
の
１

カ
月
前
ま
で
に
「
ハ
ロ
ー
市
役
所

元
気
講
座
申
込
書
」
を
各
講
座
の

担
当
課
に
提
出

◦
会
場　
受
講
者
が
準
備
。
使
用

料
は
、
受
講
者
負
担

※�

各
地
区
公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
、
教
育
集
会
所
は

無
料

◦
時
間　
９
時
～
21
時
の
間
で
、

２
時
間
以
内

※�

担
当
課
の
業
務
な
ど
に
よ
り
、

希
望
日
時
に
開
講
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す

◦
受
講
料　
無
料
。
た
だ
し
、
材

料
費
な
ど
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す

◦
そ
の
他　
い
ず
れ
の
講
座
も
、

市
の
職
員
が
担
当
す
る
仕
事
に
つ

い
て
話
を
す
る
も
の
で
、
苦
情
や

陳
情
を
受
け
付
け
る
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん

区
分 講座名 担当課・連絡先

市
　
政

市長の出前講座 秘書広報課 ☎23-3174
都城市の財政について 財政課 ☎23-2113
都城市の行革について 総合政策課 ☎23-2115
地方自治制度について

総務課 ☎23-2117情報公開とプライバシー保護
行政手続き制度について
選挙の仕組みについて 選挙管理委員会 ☎23-7864
市県民税について 市民税課 ☎23-2123
固定資産税についての豆知識 資産税課 ☎23-2124
国民健康保険・後期高齢者
医療制度について 保険年金課 ☎23-2127
国民年金制度について
市民課窓口業務講座 市民課 ☎23-2128
みんなでささえる介護保険 介護保険課 ☎23-2114

福
　
祉

障がい者福祉サービスについて

福祉課 ☎23-2980
地域福祉活動について
心の健康
自殺予防について
子ども・子育て支援事業について 保育課 ☎23-4894
保育所・幼稚園・認定子ども園について
児童福祉サービスについて こども課 ☎23-2684
母子・父子・寡婦福祉サービスについて

健
　
康

予防接種について

こども課 ☎23-2684
健康管理① 食育編
健康管理② 妊婦編
健康管理③ 乳幼児編
健康管理④ 成人編（１） 健康課 ☎23-2765
健康管理⑤ 成人編（２）
健康管理⑥ 高齢者編 介護保険課 ☎23-2114
健康管理⑦ 食生活編 健康課 ☎23-2765
認知症講座 介護保険課 ☎23-2114

環
　
境

環境学習会 環境業務課 ☎24-5560
守ろうみんなの大淀川 環境政策課 ☎23-2130
都城市の地下水について
上水道の話 水道局工務課 ☎23-4270
よりよい水環境をめざして 下水道課 ☎23-5921

産
　
業

都城市の企業立地について 商工政策課 ☎23-2983
中心市街地の活性化
都城市の地場産業について みやこんじょPR課 ☎23-2615
都城市の観光・イベント
都城市の農業 農政課 ☎23-2768

都
市
計
画

都城志布志道路について

都市計画課 ☎23-2762
まち学習① 都市計画マスタープラン
まち学習② 景観まちづくり
まち学習③ 地区計画

区
分 講座名 担当課・連絡先

教
　
育

いじめ、不登校はみんなで解決！ 学校教育課 ☎23-9544
青少年の非行と防止について
家庭教育（親の役割）

生涯学習課 ☎23-9545

乳幼児期のしつけの重要性
子どものときからコミュニケーション
お父さん、お母さん、もっと聞き上手に
親が変われば子どもも変わる
絵本と子育て
6歳までの「簡単な習慣」が
子育ての決め手！
思春期における子どもの心理と行動
今、PTAが楽しい
高齢者よ、今も旬
子どもの夢を育む子ども会
生涯学習について

人
権

男女共同参画社会の実現に向けて 生活文化課 ☎23-2121
人権感覚を磨こう 生涯学習課 ☎23-9545

国
際
交
流

モンゴル紹介
生活文化課 ☎23-2295中国紹介

オーストラリア紹介
文
化
歴
史

美術館講座　鑑賞の楽しみ 美術館 ☎25-1447

都城２万年の歴史 文化財課 ☎23-9547

図
書 図書館への招待 図書館 ☎22-0239

防
災 防災講座 危機管理課 ☎23-2129

消
費
生
活

悪徳商法から財産を守る 生活文化課 ☎23-2121

交
通
安
全

犯罪・交通事故のない街づくり 生活文化課 ☎23-7183

議
会 議会のしくみ 議会事務局 ☎23-7869

体
験
し
よ
う
！

防火講話 消防局総務課 ☎22-8882
救命入門コース

☎22-8883救急法講習
普通救命講習
体験しながら学ぶ都城の歴史 文化財課 ☎23-9547

施
設
見
学

リサイクルプラザ・さいせい館 リサイクルプラザ ☎36-3900
清流館・清浄館 下水道課 ☎23-5921
クリーンセンター クリーンセンター ☎45-6678
一般廃棄物最終処分場 環境施設課 ☎23-3319
学芸員ってどんな仕事？ 文化財課 ☎23-9547
来て見て！「都城島津邸」 都城島津邸 ☎23-2116

81講座を出前します
◎
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
☎
23ｰ

９
５
４
５

元 気 講 座

消防局警防救急課
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市
で
は
、
豊
か
な
地
域
資
源
を
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぎ
、
誰
も
が
、
い
つ
ま
で
も
暮

ら
し
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
を
目
指
し
て
、「
都
城
市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
計
画
の
中
で
、
特
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
お
願
い

し
た
い
項
目
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１カ月間続けると、次のようなCO₂削減と節約効果
が期待できます

CO₂削減項目 CO2削減量（㎏） 節約額（円）

冷暖房 冷房を1℃高く、暖房を1℃低く 3.2～3.6 178～202
テレビ 見る時間を1日1時間減らす 1.1 66
洗濯 風呂の残り湯を使う 0.54 342
ジャー ジャーの保温を止め、冷凍保存 2.8 158
家族の団らん 家族が同じ部屋で過ごす 19.8 866
待機電力 外出時にコンセントを抜く 5 282
自動車運転① 週2日往復8㎞の運転を控える 14.7 736
自動車運転② 5分間のアイドリングストップ 3.22 161
出典：全国地球温暖化防止活動推進センター

ず
っ
と
暮
ら
し
た
い
都み

や
こ
ん
じ
ょ城

い
ま
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　

３
月
か
ら
都
城
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
（
山
田
町
）
が
稼
動
し
た
こ
と
に
よ

り
、
ご
み
の
分
別
方
法
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
、
ご
み
の
減
量
化
や
リ

サ
イ
ク
ル
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

生
活
排
水
対
策
の
た
め
、
上
蓑
原
公

民
館
の
地
区
内
を
モ
デ
ル
地
区
に
指

定
。
ま
た
明
和
小
学
校
で
、
身
近
な
水

環
境
に
関
す
る
学
習
会
を
開
催
す
る
な

ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
太
陽
光
や
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
推
進
し
、
地
球
温

暖
化
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
、

市
役
所
南
別
館
な
ど
公
共
施
設
へ
の
太

陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
加
え
、
太
陽

光
発
電
事
業
者
へ
の
市
有
地
の
賃
貸
を

通
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
、都
城
市
環
境
美
化
の
日
や
、

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
、
大
淀
川
ク
リ

ー
ン
作
戦
な
ど
環
境
に
ち
な
ん
だ
行
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
参

加
し
て
、
環
境
へ
の
理
解
を
深
め
な
が

ら
、
地
域
活
動
に
協
力
し
て
私
た
ち
の

環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

資
源
を
大
切
に
す
る
ま
ち

き
れ
い
な
水
を
守
り
育
む
ま
ち

豊
か
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を

生
か
す
ま
ち

地
域
の
環
境
活
動
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

◎
問
い
合
わ
せ　
環
境
政
策
課　
☎
23ｰ

２
１
３
０

324

17.9 17.6
14.5

17.3
19.3

24.1
22.6 21.5

1,014

690

432

690

491

698

1,121 1,188

598

425

173
533

171
704

686

243
929

381

633

1,015

650

336

986

◎地区別の1人1日あたりのごみ排出量とリサイクル率
1,800

出典：宮崎県の一般廃棄物
　　　（平成 24年度実績）

1,600
1,400
1,200
1,000
800

生活系ごみ

宮
崎
・
東
諸
県

日
南
・
串
間

地
区
一
人
一
日
あ
た
り
排
出
量（
グ
ラ
ム
）

リ
サ
イ
ク
ル
率

都
城
・
北
諸
県

西
諸
県

西
都
・
児
湯

延
岡
・西
臼
杵

県
全
体

600
400
200 5

10

15

20

25
（％）

0 0

事業系ごみ リサイクル率

日
向
・入
郷

県内各地区別のごみ排出状況

都
城
市
立
明
和
小
学
校
校
長

岡
村
夫ふ

佐さ

さ
ん

　身近な大淀川の水質が岳下
橋と志比田橋の間で悪いこと
を聞き、今、私たちがすべき
ことは何かを考えています。
明和小学校では、子どもの頃
から環境意識を高めてもらお
うと、昨年から６年生を対象に、
生活排水対策の教育に取り組
んでいます。子どもたちが学
んだ知識を家庭に持ち帰るこ
とで、保護者の、さらには地
域全体の環境意識が高まるこ
とを期待しています。

身近でできるCO2削減の取り組み

　
環
境
基
本
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄

せ
ら
れ
た
市
の
環
境
像
に
関
す
る
意

見
を
紹
介
し
ま
す
。
い
ず
れ
の
意
見

も
、
少
し
の
気
遣
い
の
積
み
重
ね
で

実
現
す
る
も
の
で
す
。
ま
ず
は
、
で

き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

◦�

子
ど
も
が
安
全
に
遊
べ
る
場
所
が

随
所
に
あ
る
け
れ
ど
、
も
っ
と
安

心
し
て
遊
べ
る
川
や
山
が
増
え
て

ほ
し
い

◦�

自
然
を
残
し
、
自
然
と
調
和
の
と

れ
た
住
み
良
い
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ

し
い

◦�

い
つ
ま
で
も
空
気
や
水
、
緑
に
恵

ま
れ
た
都
城
市
で
あ
っ
て
ほ
し
い

◦�

い
つ
ま
で
も
自
然
豊
か
で
暮
ら
し

や
す
い
環
境
で
あ
っ
て
ほ
し
い

市
民
の
皆
さ
ん
の
声

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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◦
対
象
者

〈
特
定
健
康
診
査
〉　

40
歳
～
74
歳
の

国
民
健
康
保
険
加
入
者

〈
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
〉　

75
歳
以

上
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

◦
受
診
期
間

　

６
月
１
日
㈪
～
10
月
31
日
㈯

※
追
加
健
診
は
あ
り
ま
せ
ん

◦
受
診
場
所　
指
定
の
医
療
機
関

◦
検
査
項
目　
身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

血
圧
・
尿
検
査
・
血
液
検
査
ほ
か

◦
受
診
方
法

　

対
象
者
に
は
、
特
定
健
康
診
査
受
診

券
と
問
診
票
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
問

診
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受
診
券

と
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
医
療

機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

昨
年
の
健
診
結
果
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
受
診
時
に
持
参
く
だ
さ
い

　

特
定
健
診
受
診
後
、
毎
年
、
市
内
で

も
約
２
、０
０
０
人
ほ
ど
が
メ
タ
ボ
や

そ
の
予
備
群
と
判
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
人
を
対
象
に
し
た
改
善
と
予

防
に
向
け
た
支
援
を
「
特
定
保
健
指
導
」

と
い
い
、
対
象
と
な
る
人
に
は
健
診
結

果
の
通
知
後
に
、
案
内
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
は
、
健
診
結
果
の
程

度
に
応
じ
て
医
師
や
保
健
師
、
管
理
栄

養
士
な
ど
の
専
門
家
と
一
緒
に
、
食
生

活
や
運
動
方
法
な
ど
の
生
活
習
慣
を
見

直
し
て
い
き
ま
す
。
メ
タ
ボ
を
進
行
さ

せ
な
い
た
め
に
、一
緒
に
目
標
を
立
て
、

そ
の
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
随
時
行
い
ま
す
。

　

集
団
指
導
で
は
、
運
動
指
導
や
栄
養

相
談
を
行
っ
て
い
て
、
土
・
日
曜
日
に

開
催
し
て
い
る
教
室
も
あ
り
ま
す
。
集

団
指
導
に
参
加
で
き
な
い
人
な
ど
個
別

の
保
健
指
導
を
希
望
す
る
人
に
は
、
指

導
員
が
自
宅
を
訪
問
し
て
指
導
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
の
受
診
率
は
、
平
成
20
年

度
よ
り
伸
び
て
い
ま
す
が
、
男
女
と
も

に
40
歳
か
ら
50
歳
代
が
低
く
、
特
に
女

性
に
比
べ
男
性
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
は
、

年
々
伸
び
て
い
ま
す
が
、
男
女
と
も
に

40
～
64
歳
ま
で
が
低
く
、
特
定
健
診
と

同
じ
く
男
性
が
低
い
の
が
現
状
で
す
。

　

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
生

活
習
慣
病
の
発
症
を
未
然
に
防
ぎ
、
重

症
化
予
防
に
も
つ
な
が
る
の
で
医
療
費

も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
特

定
健
診
の
対
象
と
な
る
40
歳
～
74
歳
の

人
は
、
年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
、
健

康
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
そ
の
他

　

生
活
習
慣
病
を
治
療
中
の
人
は
、
主

治
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

施
設
入
所
者
や
６
カ
月
以
上
の
長
期

入
院
者
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
と
重
複
し
て
受
診
し
た

場
合
、
特
定
健
診
料
は
自
己
負
担
に

な
り
ま
す

特定健康診査・
後期高齢者健康診査
今年もメタボリックシンドローム(メタボ)に着目し
た、特定健康診査(特定健診)と後期高齢者健康診査
が始まります。健診は、生活習慣病の予防や早期発
見につながりますので、必ず受診して健康づくりに
役立てましょう。

特
定
保
健
指
導

特
定
健
診
受
診
率
と

特
定
保
健
指
導
実
施
率

◎問い合わせ　健康課　☎23－2765

健康づくりへの第一歩メタボリックシンドロームの診断基準

メタボリックシンドローム

特定健康診査受診率と特定保健指導実施率

◉内臓脂肪型肥満
腹囲 男性 85㎝以上
 女性 90㎝以上

男女とも内臓脂肪面積
100㎠以上に相当

上記に加え、以下のうち２項目以上が該当
（１項目が該当の場合は予備群）

◉高血糖
空腹時血糖　100㎎ /dl 以上

◉脂肪異常
中性脂肪　150㎎ /dl 以上または、
HDL コレステロール 40㎎ /dl 未満

◉高血圧
収縮期血圧　130㎜Hg 以上または、
拡張期血圧　85㎜Hg 以上

判定基準により、
リスクに合わせた保健指導

38.2％

18.0％

H20年度 H21年度 H22年度

特定健康診査受診率 特定保健指導実施率

H23年度 H24年度 H25年度

48.0％

21.4％

29.2％

43.2％

30.3％

46.6％
44.9％

26.5％

45.8％

20.1％

積極的支援
（メタボに該当する人）

内臓脂肪減量のための行動目標を立て、
専門家が３ヵ月以上の継続的な支援を行います

生活習慣の改善点などの目標を指定し、
行動に移すための支援を行います

積極的支援
（メタボに該当する人）

動機づけ支援
（メタボ予備群の人）

情報提供
（健診受診者全員）

メタボの基本的な知識、問題となる生活習慣などについて、
食生活や運動習慣などの面からの情報を提供します

UP!

内臓脂肪減量のための行動目標を立て、
専門家が３ヵ月以上の継続的な支援を行います

生活習慣の改善点などの目標を設定し、
行動に移すための支援を行います

0％

10％

20％

30％

40％

50％
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高齢者クラブで
生きがいづくり
都城市高齢者クラブ連合会では、高齢者の孤立をな
くし、仲間や地域内の高齢者とともに、自立した生
活や生きがい、健康づくりを促し、健康寿命を延ば
す活動を行っています。今回は、高齢者クラブの活
動内容を紹介します。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
活
動

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

活
動
の
基
本
単
位
ク
ラ
ブ

健
康

友
愛

奉
仕

高
齢
者
ク
ラ
ブ
と
は

◎問い合わせ　福祉課　☎23－2980

広
原
げ
ん
き
ク
ラ
ブ
会
長

グラウンドゴルフ
練習に汗を流し、大きな大会にも出場しています

小学生の登校見守り
あいさつしながら見守ることで笑顔が増えています

下
池
田 

利
秋
さ
ん

　クラブの会長を引き受けて6
年になります。会社を定年退
職した頃は、目的や目標を失
っていたのか、心身ともに疲
れていました。その頃友人に
誘われ、広原げんきクラブに
入会。仲間との出会いや、カ
レンダーが予定で埋まると、
力が湧いてきます。今では、
週3回のグラウンドゴルフで汗
を流しています。仲間との何
気ない会話も楽しみです。み
なさんも高齢者クラブで生き
がいを見つけてみませんか。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

ク
ラ
ブ
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文

化
活
動
を
は
じ
め
、
社
会
奉
仕
作
業
な

ど
、
会
員
が
主
体
的
に
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
生
活
を
豊
か
に
す
る
活
動

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
な
ど
の
シ
ニ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
や

趣
味
、文
化
、

芸
能
な
ど
の

サ
ー
ク
ル
活

動
、
研
修
会

な
ど
、
日
々

の
暮
ら
し
を

豊
か
に
す
る

活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル

活
動
、
文
化

伝
承
や
世
代

間
の
交
流
活

動
、
子
ど
も

の
見
守
り
活

動
な
ど
、
地

域
を
豊
か
に

す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま

す
。

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く

り
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
世
代
間
交
流
な

ど
を
通
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
、
生

き
が
い
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
活
動
に
常
時
参
加
で
き
な
い

人
で
も
、
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
、

支
え
あ
い
、
喜
び
を
共
に
で
き
ま
す
。

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
、
自
治
公

民
館
ご
と
に
組
織
さ
れ
た
単
位
ク
ラ
ブ

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
単
位
ク
ラ
ブ
で

は
、
会
員
同
士
が
気
軽
に
声
を
掛
け
合

っ
て
集
ま
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
活

動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
約
１
２
８
の
ク
ラ
ブ
と

約
５
、３
０
０
人
（
男
性
約
１
、９
５
０

人
、
女
性
約
３
、３
５
０
人
）
の
会
員

が
い
ま
す
。
入
会
に
つ
い
て
は
、
相
談

く
だ
さ
い
。

●
入
会
申
し
込
み

　

都
城
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
（
愛
称
：
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
都
城
市
）

　

総
合
福
祉
会
館
内

　
（
都
城
市
松
元
町
４
街
区
14
号
）

　

☎
24─

９
７
０
０

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
た
そ
の
原

点
は
、
仲
間
づ
く
り
。
家
に
引
き
こ
も

り
が
ち
な
高
齢
者
の
孤
立
を
な
く
し
、

住
み
慣
れ
た
地
域
内
の
仲
間
同
士
が
、

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
に
努
め
、
生

活
を
豊
か
に
す
る
楽
し
い
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
自

治
公
民
館
な
ど
と
共
同
し
て
地
域
を
豊

か
に
す
る
社
会
活
動
を
行
い
ま
す
。

●
地
域
を
豊
か
に
す
る
活
動

　

会
員
が
持
つ
知
識
や
経
験
を
生
か
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
環
境
美
化
・

13 広報都城6月号
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Miyakonojo city topics

　

平
成
27
年
度
の
都
城
観
光
レ
デ
ィ
が
決

定
し
、
４
月
14
日
に
市
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
柳
田
美
波
さ
ん
（
太

郎
坊
町
）、
荒あ

ら

川か
わ

内う
ち

優
奈
さ
ん
（
太
郎
坊

町
）、
櫻
木
彩
さ
ん
（
曽
於
市
）
の
３
人

が
就
任
。
３
人
は
今
後
１
年
間
、
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
出
演
し
て
、
本
市
の
魅

力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
柳
田
さ

ん
は
「
多
く
の
人
に
、
明
る
く
元
気
に
都

城
の
魅
力
を
伝
え
た
い
」、
荒
川
内
さ
ん

は
「
肉
や
焼
酎
な
ど
、
都
城
の
お
い
し
い

特
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」、
櫻
木
さ
ん
は

「
我
慢
強
い
性
格
を
生
か
し
て
が
ん
ば
り

ま
す
。
都
城
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
学
び
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

旧
荘
内
町
と
都
城
市
の
合
併
50
周
年
を
記

念
し
、
庄
内
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
西

岳
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
共
同
で
４
月

４
日
、
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
元
住

民
ら
約
４
１
０
人
が
参
加
。
庄
内
に
伝
わ
る

南
洲
太
鼓
や
、
菓
子
野
町
の
小
学
生
ら
13
人

が
千ち

ぐ

さ草
奴
踊
を
披
露
し
、
式
典
に
花
を
添
え

て
い
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
都
城
を
Ｐ
Ｒ

半
世
紀
の
歴
史
を
振
り
返
る

　

物
づ
く
り
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
想
像

力
を
育
成
す
る
物
づ
く
り
体
験
教
室
が
４
月

19
日
、
カ
ン
ガ
エ
ー
ル
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
市
内
な
ど
か
ら
小
学
生
30
人
が
参

加
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
点
滅
さ
せ
る
電
気
回
路
の
作

成
で
は
、
ハ
ン
ダ
付
け
な
ど
に
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
も
根
気
良
く
組
み
上
げ
、
明
か
り
が

つ
く
と
声
を
上
げ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

楽
し
み
な
が
ら
科
学
を
学
ぶ

　

祝
吉
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
主
催
す

る
早
水
あ
や
め
ま
つ
り
が
４
月
29
日
、
早
水

公
園
多
目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約

42
万
本
の
あ
や
め
が
咲
き
誇
る
中
、
多
く
の

家
族
連
れ
ら
が
来
場
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
地
元

の
小
中
学
生
に
よ
る
演
奏
や
、
ア
ヤ
メ
音
頭

総
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
来
場
者
ら
は
祭

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

満
開
の
あ
や
め
を
堪
能

　

本
場
大
島
紬
手
織
り
体
験
が
４
月
18
日
、

市
内
の
工
房
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
の

伝
統
的
工
芸
品
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
、
都
城
絹
織
物
事
業
協
同
組
合
が
開

催
し
、
市
内
外
か
ら
９
人
が
参
加
。
参
加

者
ら
は
、
織
り
機
の
扱
い
方
や
糸
の
通
し

方
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き

な
色
糸
で
紬つ

む
ぎ

を
織
っ
て
い
ま
し
た
。
山や

ま
さ
き嵜

順
子
さ
ん
（
高
崎
町
大
牟
田
）
は
「
初
め

は
思
っ
た
通
り
に
織
る
こ
と
が
で
き
ず
に

手
間
取
っ
た
が
、
回
数
を
重
ね
て
い
く
う

ち
に
織
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
機
会
が
あ

っ
た
ら
ま
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
思
い
通

り
の
柄
を
織
っ
て
み
た
い
」
と
、
伝
統
的

工
芸
品
へ
の
興
味
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

伝
統
的
工
芸
品
へ
の
興
味
沸
く

都城観光レディ就任
のあいさつ

本場大島紬手織り体
験

早水あやめまつり 荘内町合併50周年

物づくり体験
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武
将
に
な
っ
て
城
攻
め
を
体
験
す
る
催

し
が
４
月
26
日
、
都
城
歴
史
資
料
館
周
辺

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
歴
史
資
料

館
付
近
に
あ
り
、
一
度
も
攻
め
落
と
さ
れ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
山
城
「
都
城
」
の
築

城
か
ら
６
４
０
年
を
記
念
し
た
企
画
に
、

小
学
生
ら
54
人
が
参
加
。
参
加
者
ら
は
手

作
り
の
よ
ろ
い
を
身
に
着
け
、
昔
の
城
門

跡
か
ら
出
発
。
途
中
、
弓
矢
を
体
験
し
た

り
、
敵
に
扮
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
紙
つ
ぶ
て

の
奇
襲
を
防
い
だ
り
し
な
が
ら
城
に
攻
め

上
が
り
ま
し
た
。
鮫
島
咲さ

く

と翔
く
ん
（
高
崎

小
５
年
）は
「
チ
ャ
ン
バ
ラ
や
弓
矢
な
ど
、

普
段
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」
と
息
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

自
然
や
地
元
住
民
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し

む
笛
水
ウ
オ
ー
ク
が
４
月
29
日
、
高
崎
町
笛

水
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら

31
人
が
参
加
。
新
緑
ま
ぶ
し
い
林
道
な
ど
を

散
策
し
て
初
夏
の
里
山
を
楽
し
ん
だ
後
、
地

域
の
人
た
ち
が
作
っ
た
そ
ば
や
が
ね
な
ど
が

振
る
舞
わ
れ
る
と
、
参
加
者
ら
は
満
足
そ
う

に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

都
城
を
攻
め
落
と
す
の
は
誰
だ
？

地
域
を
挙
げ
た
お
も
て
な
し

　

商
業
サ
ー
ビ
ス
業
系
の
新
規
創
業
者
を
育

成
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
オ
ー
プ
ン

イ
ベ
ン
ト
が
５
月
３
日
、
同
施
設
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
に
は
、
４
店
舗
の
オ

ー
プ
ン
を
祝
お
う
と
多
く
の
家
族
連
れ
ら
が

来
場
。
来
場
者
ら
は
、
シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
ナ
ー

か
ら
店
舗
説
明
や
商
品
説
明
を
聞
い
た
り
、

サ
ー
ビ
ス
を
体
験
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

金か

ね

み

だ

け

御
岳
公
園
に
新
た
な
観
光
の
目
玉
を
つ

く
ろ
う
と
、
中
郷
地
域
経
済
活
性
化
対
策
協

議
会
に
よ
る
天あ

ま

の
金か

な
や
ま山
の
鐘
の
除
幕
式
が
５

月
10
日
、
同
公
園
内
サ
シ
バ
館
周
辺
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
同
協
議
会
の
原
口
善よ

し
か
ず一
会
長

は
「
地
域
の
宝
で
も
あ
る
金
御
岳
の
魅
力
を

高
め
る
た
め
に
設
置
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人

に
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

金
御
岳
に
願
い
の
鐘
の
音
響
く

　

市
役
所
新
規
採
用
職
員
の
消
防
団
入
団

研
修
辞
令
交
付
式
が
５
月
１
日
、
市
役
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
が
新
た
に
取
り
組

む
研
修
で
、
新
規
採
用
職
員
20
人
が
２
年

間
、
地
域
の
消
防
団
員
と
し
て
活
動
。
研

修
期
間
中
は
、
防
災
要
員
と
し
て
の
基
礎

研
修
や
災
害
対
応
活
動
の
実
践
研
修
、
防

災
士
の
資
格
取
得
な
ど
地
域
の
防
災
力
の

要
と
し
て
の
活
動
を
行
い
な
が
ら
、安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
災
害
対
応

能
力
を
学
び
ま
す
。
高
城
分
団
第
３
部
に

配
属
さ
れ
た
皆み

な
も
と元
和
己
さ
ん
（
福
祉
課
）

は
「
こ
の
研
修
を
通
し
て
、
少
し
で
も
地

域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
」

と
意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
貢
献
活
動
を
学
ぶ

いざ！春の陣～武将
になって城跡探検～

新規採用職員消防団入団
研修辞令交付式

笛水ウオーク天の金山の鐘除幕式

チャレンジショップ
オープン
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域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
幅
広
く
行
っ
て

い
る
同
保
存
会
。
鹿
児
島
神
宮
（
霧
島

市
）
で
開
催
さ
れ
る
初は

つ
う
ま
さ
い

午
祭
に
も
毎
年

参
加
し
て
い
て
、
ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
踊
を

見
に
遠
方
か
ら
訪
れ
る
フ
ァ
ン
も
い
る

ほ
ど
で
す
。「
皆
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
が
活

動
の
励
み
に
な
る
」
と
力
を
込
め
て
話

す
相
葉
さ
ん
。

　
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が

60
歳
を
超
え
て
、
後
継
者
不
足
が
同
会

の
課
題
。「
活
動
を
続
け
る
こ
と
で
ジ

ャ
ン
カ
ン
馬
踊
の
魅
力
を
伝
え
、
郷
土

に
息
づ
く
民
俗
芸
能
を
若
い
世
代
に
も

引
き
継
い
で
い
き
た
い
」
と
今
後
の
意

気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。　

五
穀
豊ほ

う
じ
ょ
う穣

と
無
病
息
災
を
祈
念
し

て
、
毎
年
稲
作
の
農
作
業
が
始

ま
る
春
先
に
奉
納
さ
れ
る
ジ
ャ
ン
カ
ン

馬
踊
。
都
城
地
方
や
鹿
児
島
県
姶
良
郡

一
帯
に
昔
か
ら
伝
わ
る
こ
の
民
俗
芸
能

を
、
今
日
に
伝
え
る
下
長
飯
ジ
ャ
ン
カ

ン
馬
踊
保
存
会
の
会
長
を
務
め
る
の
が
、

相
葉
雄
三
さ
ん
（
下
長
飯
町
・
74
歳
）

で
す
。

　
近
所
の
農
家
が
馬
を
飼
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
馬
に
触
れ
る
機
会
に
恵
ま

れ
て
い
た
相
葉
さ
ん
は
、
誰
に
勧
め
ら

れ
る
と
も
な
く
、
自
然
と
地
元
の
保
存

会
の
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
米
俵
を
背
負
い
花
な
ど
を
飾
り
つ
け

た
鈴
掛
け
馬
が
、
唄
い
手
や
三
味
線
、

太
鼓
の
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、

上
下
に
頭
を
振
り
な
が
ら
足
踏
み
を
す

る
ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
踊
。「
馬
は
敏
感
に

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
感
じ
取
り
、
会
場

が
盛
り
上
が
っ
て
手
拍
子
が
起
こ
る
と

気
分
良
く
踊
る
。
観
客
も
一
緒
に
人
馬

一
体
と
な
っ
て
踊
れ
る
と
き
が
楽
し
い
」

と
目
を
細
め
る
相
葉
さ
ん
。

　
現
在
保
存
会
で
は
相
葉
さ
ん
を
は
じ

め
、
馬
の
引
き
手
や
三
味
線
、
太
鼓
、

踊
り
手
な
ど
35
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

地
元
の
公
民
館
で
練
習
に
励
ん
で
い
て
、

市
内
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
で
披
露
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
老
人
ホ
ー
ム
や
地
元

小
学
校
の
運
動
会
、
上
棟
式
や
結
婚
式

な
ど
の
慶
事
で
も
披
露
す
る
な
ど
、
地

風景の

smiling faces of miyakonojo

人
馬
一
体

春
の
到
来
を
告
げ
る

伝
統
芸
能
の
継
承
者

相葉　雄三さん
下長飯ジャンカン馬

んまおどり

踊
保存会会長



自
然
豊
か
な
森
の
中
で
大
冒
険

　

皆
さ
ん
は
、
自
然
の
樹
木
や
地
形
を

そ
の
ま
ま
生
か
し
た
、
フ
ラ
ン
ス
発
祥

の
体
験
型
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
フ
ォ
レ

ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ア
ウ
ト
ド
ア

パ
ー
ク
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

大
自
然
の
中
に
つ
く
ら
れ
た
施
設
で

は
、
木
の
上
に
作
ら
れ
た
足
場
ま
で
登

り
、
ロ
ー
プ
や
滑
車
を
使
っ
て
木
か
ら

木
へ
移
動
す
る
な
ど
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
夢
中
に
な
っ
て
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

九
州
で
は
、
福
岡
県
糸
島
市
と
鹿
児

島
県
曽
於
市
の
２
カ
所
に
し
か
な
く
、

い
ず
れ
の
施
設
も
利
用
者
か
ら
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・

お
お
す
み

　

こ
の
施
設
の
建
設
に
は
、
本
場
フ
ラ

ン
ス
の
設
計
者
が
携
わ
り
、
厳
し
い
と

さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安
全
基
準
を
ク

リ
ア
。「
登
る
・
渡
る
・
滑
る
」
動
作

を
基
本
に
、
体
を
動
か
す
工
夫
が
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
小
学
１
年
生
か
ら
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
、
低
難
易
度
の
コ
ー

ス
で
は
、
家
族
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ア

ウ
ト
ド
ア
パ
ー
ク

の
最
大
の
特
徴
は

「
自
分
の
身
の
安
全

は
自
分
で
守
る
」

こ
と
。
子
ど
も
の

自
立
心
を
育
む
上

で
も
最
良
の
施
設

で
す
。
家
族
一
緒

に
自
然
の
中
で
本

物
の
冒
険
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
営
業
時
間　
９
時
～
17
時

●
所
在
地

曽
於
市
大
隅
町
岩
川
６
０
４
８
－
１

※�

「
道
の
駅
」
お
お
す
み
弥
五
郎
伝
説

の
里
南
側

●
利
用
料
金

小
学
生
～
17
歳　

２
、５
０
０
円

18
歳
以
上　

３
、０
０
０
円

17 広報都城6月号

◎問い合わせ　曽於市企画課　☎76－8802

盆地生まれの

元気をいただきます！

魚のジャガ芋焼き

※1人分174kcal、塩分1.1g

1日の野菜摂取量は350g

ジャガ芋は、ビタミンＢ群やビタミンＣ、ミネラルが豊富。
ジャガ芋に含まれるビタミンＣは熱に強いので、煮たり焼い
たりしても壊れにくく、効率良く摂取することができます。

◎問い合わせ　健康課　☎ 23－2765

環
霧
島
探
訪
で
は
、
霧
島
山
を
取
り
巻

く
宮
崎
、
鹿
児
島
両
県
の
５
市
２
町
の

情
報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

曽
於
市
の
「
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
・
お
お
す
み
」
を
紹
介
し
ま
す
。

環霧島
探訪

魅力いっぱい！

カレー風味なので、魚が苦手な人でも食べら
れます。魚の代わりに、ジャガ芋の上にチーズ
を乗せて焼くと、おつまみとして楽しめます。

魚…60g（４枚）　ジャガ芋…200g　塩…小 1/3
サラダ油…小１　バター…小２
Ａ【塩…小 1/3　こしょう…少々】
Ｂ【小麦粉…小２　カレー粉…小１】
付け合わせ…レタス、ミニトマト、レモン

●下準備
　魚…Ａを両面に振り、しばらく置く。水分をふき、Ｂを
　　　合わせたものをまぶす
　ジャガ芋…千切りにして塩を振り、しんなりしたら水気を
　　　　　　切る
●作り方
　①�フライパンを熱し、サラダ油とバターを入れて４等分に
したジャガ芋を置く。その上に魚を置いて、ジャガ芋
に少し焦げ目が付くまで焼く。裏返した後、ふたをし
て中まで火を通し、皿に盛り付ける。好みで、レタス
やミニトマト、レモンを添える

材料（4人分）

ちょっと
ひと工夫


